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ジャパンビバレッジグループは、地球環境が尊い

資産であることを認識し社会に貢献する企業で

あり続けるために、事業及び社員一人一人の行動

を通じ、あらゆる面での環境保全を積極的に

推進し、潤いと喜びに満ちた持続可能な社会の

創造を目指します。

　ジャパンビバレッジグループの環境マネジメントシステム

を継続的に推進するため、組織、役割および責任を定めて

います。現在は、グループ12社の本社・支店の合計1２０

サイトで運用を行っています。

※ジェイビーサービス、日新サービスは除く

環境委員会

統括事務局

　ジャパンビバレッジはＩＳＯ14001の更新審査を２０１５年

９月8～11日の日程で実施しました。120サイト中31

サイトが審査を受け、認証継続が決定しました。

現地確認の様子現地確認の様子

ＩＳＯ14001更新審査の様子ＩＳＯ14001更新審査の様子

新任管理者研修

　ジャパンビバレッジでは、廃棄物の発生から最終処分

が終了するまでの一連の行程において、処理が適正に

行われるよう処理委託業者の現地確認を毎年行って

います。

　２０15年度の環境研修は毎年実施している「管理者

研修」および「内部監査員研修」のほか、新任環境管理者

２７名に向けてＩＳＯ14001の基礎的な内容で構成した、

「新任管理者・監査員研修」を開催しました。

>>廃棄物処理委託業者  現地確認

>>ＩＳＯ14001更新審査

>>環境マネジメントシステム

ジャパンビバレッジ
ホールディングス

ジャパンビバレッジ北海道

ジャパンビバレッジ東北

ジャパンビバレッジイースト

ジャパンビバレッジ東京

ジャパンビバレッジウエスト

ジャパンビバレッジ中四国

ジャパンビバレッジ九州

ジャパンビバレッジ沖縄

ビジネスサポートワークス

ジャパンビバレッジセントラル

ジャパンビバレッジエコロジー

>>環境研修の実施

ジャパンビバレッジ
グループ代表

統括
環境管理
責任者

専門部会

内部監査員

基本理念

環境方針（一部抜粋）

環境マネジメント推進体制
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〔二酸化炭素の算出方法について〕「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく換算係数を適用

ジャパンビバレッジ
グループ

自動販売機による
各種食品飲料の販売

各種事務作業の
業務代行

飲料空容器
再資源化

I N P U T

項　　目 目　標　値 目標達成率 評  　価

① 　自動販売機・給茶機1台あたりにかかる
　   ＣＯ₂排出量（部署全体量）の削減

2013年度比10％削減 ×

② 　商品廃棄本数の削減 2014年度比10％削減 128.2%

99.9%

◯

101.6% ◯③-1 車輌燃費の改善（ガソリン）

③-2 車輌燃費の改善（軽油）
2014年度比1％改善

101.0% ◯

エネルギー

99t 

電気

電気

ガソリン

軽油

都市ガス

ＬＰＧ

361,549 千kWｈ

7,182 千kWｈ

1,748 ｋL  　 

6,467 ｋL  　 

155 千㎥    

10 千㎥    

（自動販売機）

（事業所電力）

紙　

44千㎥ 

水

O U T P U T

飲料空容器

226,302ｔ-ＣO2

回収量

再資源化量

廃棄量

33,259ｔ       

30,888ｔ       

2,371ｔ       

CO2

10,515ｔ 

その他再資源化量

1,838ｔ 

廃棄物量
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　ジャパンビバレッジは、環境に配慮した事業活動「グリーン・オペレーション」を基本テーマに掲げ、環境活動を行っています。

2015年度の環境目標には「自動販売機・給茶機1台あたりにかかるCO₂排出量の削減」「商品廃棄本数の削減」「車輌燃費の

改善」の3つを設定し、全社で取組みました。

　その結果、「商品廃棄本数の削減」「車輌燃費の改善」は目標達成しましたが、「自動販売機・給茶機1台あたりにかかるCO₂

排出量の削減」は未達成となりました。2016年度は目標達成できるよう、取組み内容の精査と改善を図り実施してまいります。

>>環境目標と実績

>>事業活動における資源投入量と排出量
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事業別CO2排出量構成

（t-CO2） （t） （t）
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246,361
261,053

2011 2012 2013 2014 2015（年 度） 2011 2012 2013 2014 2015（年度） 2011 2012 2013 2014 2015（年度）

※※2013年度より紙カップ、紙パックの再資源化量は
　　サーマルリサイクルを除きます。

※2014年度は９か月間の数値となっております。
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6,000

8,000
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8,245
8,869

2,130 1,218

175,657 6,244

226,302 7,626
1,059

1,882

2015年度事業別CO2排出量構成比

23,28331,592
31,576 33,108

1,616

29,272

0.4%

88.7%
自動販売機・給茶機

リサイクル・
プラザJB

オペレーション活動
10.9%

２２６,３02
t-CO2

オペレーション活動 リサイクル・プラザJB自動販売機・給茶機

864
t-CO2

購入電力
天然ガス

LPG 1%

プロパンガス 1%

軽油
3%

37% 58%

67%
軽油

24,779
t-CO2

16%
購入電力

17%
ガソリン

28%

4%
紙パック

8%
給茶機

紙カップ

200,659
t-CO2

58%

缶・ビン・
ペットボトル

その他 2%

※ ※ ※
缶、ビン、ペットボトル 紙カップ、紙パック※※
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　Japan Beverage Report2016は、5つの

特集を中心として、20ページ以内のコンパクト

なサイズで、読みやすさに力点が置かれて

いることがわかります。昨年のレポートからの

継続性もあり、この体裁であれば広範な

ステークホルダーへの理解容易性が担保

されていると思います。

　今年は特集のうち2つが安全・安心を取上

げていますが、いずれも環境と密接に関連

した領域であり、地味な分野ではありますが

着実に継続して取組むことが、ビジネスを

下支えすることにつながると考えます。

　特集3では、商品廃棄本数の削減が目を

引きました。廃棄物の適正処理以前に、廃棄

物を発生させない、川上での努力と実践が

重要であることは言うまでもありません。

日本は残念ながら食品廃棄大国であり、そう

した中で、「もったいない」の精神を貫き、

今後も、そもそもの廃棄物を生み出さない

努力を継続していただきたいと思います。

　特集4の地域で根ざした活動は、企業

市民として足元を固める活動です。そこで

問われるのは「現場力」ですが、それぞれの

エリア、サイトで、特徴を活かした活動を地道

に継続していただきたいと感じました。

　特集5のJB環境ネットワーク会の活動は

とても大切です。環境負荷の削減は、もはや

一企業だけでは限界があり、このように他

企業とも連携を取り、広範なサプライチェーン

を視野に入れて取組むことがますます重要

なのです。ぜひこの会での活動が、実際の

環境負荷削減につながるようにリーダー

シップを発揮され、メンバー企業を引っ張って

いっていただきたいと願います。

東京都出身。エレクトロニクスメーカーで

環境企画室長を務め、グローバルな環境

戦略の立案、環境コミュニケーション、環境

教育、環境会計等を担当。その間、経済

産業省、環境省の委員等公職を多数

歴任。2002年にジャパン・フォー・サステナ

ビリティを立ち上げる。その後、大阪大学

特任准教授、法政大学客員教授、東北

大学大学院特任教授等を歴任。著書に

「よくわかる環境会計」。環境経営、環境

指標、CSR関連の論文、講演等多数。

環境NGO  ジャパン・フォー・サステナビリティ

理事長  多田博之氏

第三者意見● ●

P R O F I L E

再資源化処理量推移
（リサイクル・プラザJB）

再資源化処理量推移
（リサイクル・プラザJBを含む）

CO2排出量推移


